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～知りたい、学びたい、楽しみたいを応援します～

　現在図書館では、郷土資料の収集をしています。特に過去に刊行された資料等に
ついては絶版になっているものが多く、収集が困難であることから、地域の皆様へ
郷土資料の提供をお願いするものです。養蚕、製糸、薬用にんじん、木曽義仲な
ど、丸子地域に関する歴史的な資料や特産品の資料、自治会や団体等の刊行物な
ど、譲っていただける資料がございましたら図書館へご連絡ください。

　４月末までの来館者数は、100,675人、本の貸出数は、161,244冊でした。
　平成24年度中の平均来館者数は、1日397人、平均貸出冊数は、615冊
でした。蔵書数は、87,000冊から100,000冊に増え、まるこライブラ
リーパートナーのボランティアの登録数は、43人になりました。

情報コーナー　

お知らせコーナー　これからのイベント予定

5月1日で開館一周年を迎えました。

　上田女子短期大学と丸子図書館で連携事業を開始しました。
　図書館の実務を学ぶことを目的として、司書課程を学んでいる学生に
本を保護するためのカバーフィルムのかけ方や修理の講習、自分が選ん
だおすすめ本の紹介などを計画しています。

大学連携事業スタート

郷土資料の収集にご協力ください。

●７月のおはなし会／７月20日（土） 10時30分から　七夕会　「おはなし回転木馬」の皆さん
●８月のおはなし会／８月17日（土） 19時から　夜のおはなし会　おはなしボランティアグループ
　※夜のおはなし会は、図書館の中にいくつかの会場をつくり、好きな所に参加することができます。

●平成24年度に多く読まれた本のランキング
ベスト
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「IQ84  BOOK２」
 村上　春樹：著

「哄う合戦屋」 北沢　秋：著

「夢違」 恩田　陸：著

「境遇」 湊　かなえ：著

「鮫島の貌」 大沢　在昌：著

「一期一会 運命ってヤツ」
 学研教育出版：出版

「一期一会 世界一の親友」
 学研教育出版：出版

「一期一会 世界一のアイツ」
 学研教育出版：出版

「黒魔女さんが通る！！Part７」
 石崎　洋司：著

「一期一会 恋の決心」
 学研教育出版：出版

「うえきばちです」
 川端　誠：作

「トーマスとジェットき」
 ウィルバート・オードリー：作

「ピカソの絵本」 ピカソ：画

「うみのおまつりどどんとせ」
 さとう　わきこ：作

「うんこ！」 サトシン：文

映画やテレビドラマとなった『図書館戦争』・『空飛ぶ広報室』・『県庁おもてなし課』が人気です。

一般書 児童書 絵 本
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図書館カレンダー 赤い日が休館日（毎週月曜日、振替休日、月末整理日）です。

わがまち魅力アップ
応援事業は
住民参加の地域づくりの
第一歩です

丸
子
地
域
で
は

市
民
活
動
団
体
の
連
携
が

広
が
っ
て
い
ま
す

斎藤会長

丸山副会長

め
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事

は
、
全
長
約
7
9
0
ｍ
、
う
ち
ト
ン
ネ
ル
約

5
2
0
ｍ
で
、
平
成
27
年
度
完
成
予
定
で
、
総
額

19
億
円
余
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
丸
子
地
域
協
議

会
か
ら
制
度
の
改
正
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
、
「
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
」
は
、

１
件
あ
た
り
の
補
助
金
額
が
二
百
万
円
と
な
り
、

予
算
額
で
は
一
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
の
皆
様
に
審
査
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、
今

年
度
の
丸
子
地
域
に
お
い
て
は
十
団
体
の
事
業
が

採
択
さ
れ
、
す
で
に
各
地
区
に
お
い
て
住
民
の
皆

さ
ま
が
主
体
と
な
っ
た
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
い
る
木
曽

義
仲
挙
兵
武
者
行
列
事
業
や
全
国
の
名
湯
温
泉
地

が
一
堂
に
会
し
、
11
月
末
に
鹿
教
湯
温
泉
を
会
場

と
し
て
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
名
湯
百
選
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
自
ら
が

企
画
運
営
し
、
市
も
支
援
し
て
全
国
へ
向
け
て
情

報
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
に
、

依
田
窪
プ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
の
古
く
な
っ
た
部
分
の
シ
ー
ト
を
24
年
度
か
ら

３
ヵ
年
か
け
て
張
替
え
る
予
定
で
す
。
家
族
連
れ

や
大
人
も
楽
し
め
る
施
設
に
な
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

副
会
長
　
最
後
に
、
地
域
協
議
会
で
も
、
現
在
２

つ
の
分
科
会
で
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
協
議

を
進
め
て
い
る
ほ
か
に
、
地
域
内
分
権
に
つ
い
て

も
研
究
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
参
加
や

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
長
　
４
月
の
地
域
協
議
会
に
初
め
て
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
市
へ
の
提
言
が
制
度
見
直
し
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
依
田
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
市
民
協

働
事
業
や
防
犯
灯
の
L
E
D
化
、
ま
り
ん
こ
号
の

利
便
性
向
上
な
ど
に
つ
い
て
な
ど
、
本
当
に
熱
心

に
地
域
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
２
つ
の
分
科
会
と
５
つ
の
研
究
会

を
持
ち
、
協
議
会
が
終
わ
っ
た
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の

分
科
会
に
分
か
れ
て
改
め
て
協
議
を
行
う
と
聞

き
、
大
変
驚
く
と
共
に
本

当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　
地
域
内
分
権
の
確
立
に

向
け
た
第
４
ス
テ
ー
ジ
の

展
開
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず
は

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市

民
協
働
事
業
の
展
開
で
そ

れ
を
集
約
し
、
組
織
化
し

て
い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
ま
す
。
丸
子

地
域
は
、
信
州
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
や
丸
子
ド
ド
ン
コ
、
爆
水
ラ
ン
、
げ
ん
き
ま

る
こ
産
業
フ
ェ
ス
タ
な
ど
ま
さ
に
、「
市
民
協
働

の
イ
ベ
ン
ト
」
が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
商
店
街
の
み
な
さ
ん
の
「
絆
」
再
生
会
議
で

の
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
支
え
あ
い
の
取
り
組

み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
積
み

上
が
っ
た
結
果
と
し
て
で
き
る
の
が
、
地
域
経
営

会
議
と
呼
ば
れ
る
住
民
自
治
の
組
織
や
第
４
ス

テ
ー
ジ
の
具
体
的
な
展
開
と
い
う
考
え
で
お
り
ま

す
。

会
長
　
地
域
協
議
会
で
審
査
を
行
う
、
わ
が
ま
ち

魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
は
、
申
請
者
の
方
々
は
本

当
に
熱
意
を
持
っ
て
来
て
下
さ
る
の
で
、
住
民
参

加
の
地
域
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
り
、
そ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
審
査
す
る
側

と
し
て
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

副
会
長
　
丸
子
地
域
は
、
自
分
た
ち
が
動
い
て
地

域
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が
多
く
出
て

き
て
お
り
、
団
体
間
の
交
流
も
広
が
り
、
次
は
何

を
や
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
、
連
携
に
よ
る
新
た

な
展
開
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
長
　
こ
れ
か
ら
は
、
市
内
の
各
地
域
ご

と
に
住
民
自
治
組
織
の
構
築
に
向
け
、
行
政
と
し

て
も
新
た
な
展
開
を
考
え
て
い
く
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
丸
子
地
域
で
は
、
す
で
に
住
民
自
ら

が
参
画
し
て
行
っ
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
の
で
、
地
域
協
議
会
で
も
市
民
協
働
に
つ

い
て
大
い
に
研
究
し
て
い
た
だ
き
、
丸
子
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
、
地
域
内
分
権
を
進
め
る

な
か
で
、
キ
ラ
リ
と
輝
く
地
域
づ
く
り
に
向
け
、

各
種
の
施
策
を
実
行
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

地域協議会だより




